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23
年
度
小
地
域
連
携
支
援
事
業
の

ひ
と
つ
と
し
て
10
月
22
日
、
内
子
高

等
学
校
で
、「
三
世
代
交
流　

内
子

町
の
郷
土
料
理
の
伝
承
」を
行
い
ま

し
た
。

　

内
子
保
育
園
年
長
組
の
園
児
、
内

子
高
校
３
年
生
、
畑
中
サ
ロ
ン
の
メ

ン
バ
ー
な
ど
35
人
が
参
加
。「
と
ろ

ろ
汁
」「
い
も
団
子
」な
ど
、
昔
な
が

ら
の
郷
土
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

　

園
児
や
生
徒
た
ち
は
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
優
し
く

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
楽
し
そ
う
に

調
理
。
ま
た
サ
ロ
ン
の
皆
さ
ん
も
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
て「
や
っ

て
良
か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
事
業
は
、
愛
媛
県
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
の
助
成
を
受
け
、
今
年
度

か
ら
実
施
。
小
地
域
で
の
住
民
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
孤
立

や
閉
じ
こ
も
り
な
ど
の
課
題
を
解
決

し
て
い
く
た
め
、
地
域
の
福
祉
力
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

内
子
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
今

後
も
地
域
や
各
種
団
体
と
連
携
し
、

地
域
が
持
つ
力
を
生
か
し
な
が
ら
住

民
同
士
の
交
流
や
地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
た
活
動
を
行
う
な
ど
、
地
域

の
連
携
を
継
続
的
に
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

地
域
の
世
代
間
交
流
を
目
指
し
て

小
地
域
連
携
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

おいしい料理に大満足

こつを教わりながら団子を作る園児

とろろ汁作りを初体験

　

内
子
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
内

子
・
五
城
・
立
川
・
満
穂
分
会
で
は
、

金
婚
に
該
当
す
る
皆
さ
ん
に
さ
さ

や
か
な
記
念
品
の
贈
呈
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

内
子（
１
～
22
区
）・
五

　

城
・
立
川
・
満
穂
分
会
の
各
地

　

区
内
に
お
住
ま
い
で
、
昭
和
36

　

年
４
月
～
37
年
３
月
の
間
に
結

　

婚
し
、
23
年
度
中
に
結
婚
50
周

　

年
を
迎
え
る
ご
夫
婦

●
祝
賀
会

・
日
時　

24
年
２
月
下
旬（
予
定
）

・
場
所　

内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

※
申
込
者
に
は
後
日
、
案
内
状
を

　

送
付
し
ま
す
。

●
申
込
期
限　

　

24
年
１
月
30
日（
月
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
８
２
０

金
婚（
結
婚
50
周
年
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す


